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令和２年中泊町議会決算特別委員会

令和 ２年 ９月１６日（水曜日）

〇議事日程 第１号

１ 臨時委員長の紹介

２ 委員長の選挙

３ 副委員長の選挙

４ 会議録署名委員の指名

５ 会期の決定

６ 監査結果の報告

７ 議案第４２号 令和元年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について

８ 議案第４３号 令和元年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

９ 議案第４４号 令和元年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

１０ 議案第４５号 令和元年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

１１ 議案第４６号 令和元年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について

１２ 議案第４７号 令和元年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及

び決算の認定について

〇出席委員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 川 山 光 則 君

９番 青 山 雅 晴 君 １０番 沖 崎 勲 君

１１番 野 上 憲 幸 君 １２番 野 上 祐 一 君

１３番 長 利 司 君
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〇欠席委員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 米 塚 鈴 子 君

代 表 監 査 委 員 葛 西 昭 文 君

総 務 課 長 葛 西 成 芳 君

財 政 課 長 毛 内 康 裕 君

総 合 戦 略 課 長 三 上 晃 瑠 君

税 務 課 長 太 田 光 平 君

町 民 課 長 山 中 哲 哉 君

福 祉 課 長 木 元 剛 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光
越 野 進 一 君課 長

小 泊 支 所 長 加 藤 孝 典 君

教 育 次 長 成 田 勝 輝 君

総 務 学 務 課 長 藤 田 康 久 君

社 会 教 育 課 長 柏 崎 裕 司 君

会 計 課 長 下 山 貴 子 君

上 下 水 道 課 長 阿 部 明 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 宮 越 裕 子 君

総 務 課
木 村 将 師 君行 政 情 報 係
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開会 午前１０時００分

◎臨時委員長の紹介

〇議会事務局長（宮越裕子君） おはようございます。決算特別委員会の開会

に当たり、事務局から臨時委員長のご紹介をいたします。

今日は、去る９月１１日の本会議において決算特別委員会が設置さ

れてから初めての委員会となります。委員長が互選されるまでの間、

委員会条例第１０条第２項の規定によって、出席委員の中で年長の委

員が臨時に委員長の職務を行うことになっております。

出席委員の中で野上祐一委員が年長の委員でありますので、野上祐

一委員に臨時委員長をお願いいたします。

野上委員、委員長席へお願いいたします。

〇野上（祐）臨時委員長 おはようございます。ただいま紹介をいただきまし

た野上です。委員会条例第１０条第２項の規定によって、臨時に委員

長の職務を行います。どうぞよろしくお願いします。

◎開会の宣告

〇野上（祐）臨時委員長 ただいまの出席委員数は１３人です。定足数に達し

ておりますので、これから決算特別委員会を開会します。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。

◎委員長選挙

〇野上（祐）臨時委員長 日程第２、委員長の選挙を行います。

お諮りします。委員長の選挙は指名推選の方法によって行いたいと

思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。

よって、委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決定し

ました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 異議なしと認めます。
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したがって、私が指名することに決定しました。

決算特別委員会委員長に沖崎勲委員を指名します。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 異議なしと認めます。

したがって、沖崎勲委員が委員長に当選されました。

当選の告知をします。

ただいま委員長に当選されました沖崎勲委員に承諾及び挨拶をお願

いいたします。沖崎勲委員、登壇お願いします。

（決算特別委員長 沖崎 勲君登壇）

〇沖崎委員長 おはようございます。ただいま委員長という、皆さんにご推挙

をいただきました。本当にありがとうございますではないのですけれ

ども、コロナということで、この決算も早めに終わりたいと思ってお

りますので、何とか委員の皆さんも多くしゃべらないでければと思っ

ておりますので、ひとつよろしくお願いを申し上げ、挨拶とします。

〇野上（祐）臨時委員長 以上で臨時委員長の職務を終わります。ご協力あり

がとうございました。

沖崎勲委員長と交代します。沖崎委員長、お願いします。

（臨時委員長、委員長と交代）

◎副委員長の選挙

〇沖崎委員長 それでは、早速ですが、日程第３、副委員長の選挙を行います。

お諮りします。副委員長の選挙は指名推選の方法によって行いたい

と思います。異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

よって、副委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決定

しました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思いますが、異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、私が指名することに決定しました。
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決算特別委員会副委員長に田中洋委員を指名します。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、田中洋委員が副委員長に当選されました。

当選の告知をします。

ただいま副委員長に当選されました田中洋委員に承諾及び挨拶をお

願いします。登壇をお願いします。

（決算特別副委員長 田中 洋君登壇）

〇田中副委員長 ただいま皆様方のご推挙によりまして、副委員長に選ばれま

した田中です。委員各位のご厚意に対し、厚く御礼申し上げます。

令和元年度中泊町の決算審査に当たり、沖崎委員長をサポートして、

スムーズな審査に努めたいと思いますので、委員各位のご協力をお願

い申し上げまして、副委員長就任の挨拶とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。

◎会議録署名委員の指名

〇沖崎委員長 それでは、日程第４、会議録署名委員の指名を行います。

決算特別委員会の会議録署名委員は、２番、今博子委員及び３番、

成田直人委員を指名します。

◎会期の決定

〇沖崎委員長 日程第５、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。決算特別委員会の会期は本日と明日１７日の２日間

にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、決算特別委員会の会期は本日と明日の１７日の２日間

に決定しました。

◎監査結果の報告

〇沖崎委員長 議案の審査に入る前に、代表監査委員に監査結果の報告を求め

ます。
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葛西代表監査委員。

〇代表監査委員（葛西昭文君） おはようございます。町長より審査に付され

ました令和元年度中泊町一般会計及び各特別会計並びに公営企業会

計、水道事業の決算について、その審査の結果の概要をご報告申し上

げます。

審査に付されました各会計の決算等は、法令及び会計の原則に従っ

て作成され、また決算諸表の計数はそれぞれの関係書類と符合してお

り、予算執行についても議決予算に従って執行されており、適正であ

ると認められました。

なお、詳細につきましては各会計ごとの意見書のとおりでございま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

〇沖崎委員長 監査結果の報告が終わりました。

ただいまの報告に対して質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑なしと認め、監査報告に対する質疑を終わります。

◎議案第４２号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 これより議事に入ります。

本日は、決算特別委員会に付託された議案第４２号から議案第４７

号までの令和元年度中泊町各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分及

び決算の審査を行います。

お諮りします。各議案の審査は歳入と歳出を一括して行いたいと思

います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、各議案の審査は歳入と歳出を一括して行うことに決定

しました。

なお、質問の際は決算書のページを示してお願いします。

日程第７、議案第４２号 令和元年度中泊町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） おはようございます。議案第４２号 令和元年度
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中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明いた

します。

初めに、事業勘定からご説明いたします。１５９ページを御覧くだ

さい。歳入決算額では、調定額１８億６，４７６万９，７９８円、収

入済額１７億２，０９５万４，８６１円、不納欠損額１，９０９万６

４０円、収入未済額１億２，４７２万４，２９７円、予算現額と収入

済額との比較はマイナス８，９６７万９，１３９円となり、前年度決

算額と比較しますとマイナス１億４，０５４万１，２１３円、率にし

て７．５５％の減となりました。

１６１ページを御覧願います。歳出決算額では、支出済額１６億３

８５万５，６４１円、不用額及び予算現額と支出済額との比較は、同

額の２億６７７万８，３５９円、前年度決算額と比較しますとマイナ

ス１億１，１９７万４，９５９円、率にして６．５３％の減となりま

した。歳入歳出差引残額は１億１，７０９万９，２２０円となり、そ

の全額を令和２年度へ繰り越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

り歳出からご説明いたします。

１６９ページを御覧願います。第１款総務費では、支出済額が２，

４３２万４，５０７円、不用額は６９３万９，４９３円となっており

ます。第１項総務管理費では、支出済額が２，０７７万５１８円とな

っております。１７０ページを御覧願います。第２項徴税費では、支

出済額が３４３万９，６３９円となっております。第３項運営協議会

費では、支出済額が１１万４，３５０円となっております。

第２款保険給付費では、支出済額が９億８，６０６万２，９７６円

で、不用額が１億８，００６万６，０２４円となっております。第１

項療養諸費では、支出済額が８億６，２８７万８，６５４円となって

おります。１７１ページを御覧願います。第２項高額療養費では、支

出済額が１億１，８４７万４，３２２円となっております。第３項移

送費では、支出済額がありませんでした。第４項出産育児諸費では、

支出済額が３３６万円となっております。第５項葬祭費では、支出済

額が１３５万となっております。

１７２ページを御覧ください。第３款国民健康保険事業費納付金で

は、支出済額が４億１，８０１万５，２５５円で、不用額が２７３万



- 8 -

３，７４５円となっております。第１項医療給付費分では、支出済額

が３億１６６万６，９５８円となっております。第２項後期高齢者支

援金等分では、支出済額が７，９７６万６，７３３円となっておりま

す。第３項介護納付金分では、支出済額が３，６５８万１，５６４円

となっております。

第４款共同事業拠出金では、支出済額が１００円となっております。

第５款財政安定化基金拠出金では、支出済額はありませんでした。

１７３ページを御覧ください。第６款保健事業費では、支出済額が

１，２８５万８，４６５円で、不用額は７１４万４，５３５円となっ

ております。第１項保健事業費では、支出済額が４３２万８，２９０

円となっております。第２項特定健康診査等事業費では、支出済額が

８５３万１７５円となっております。

第７款基金積立金では、支出済額が１億４，５６６万４，９６４円

となっております。

１７４ページを御覧ください。第８款公債費では、支出済額はあり

ませんでした。

第９款諸支出金では、支出済額が１，６９２万９，３７４円で、不

用額が１５４万２，６２６円となっております。第１項償還金及び還

付加算金では、支出済額が２５６万５，３７４円となっております。

第２項繰出金では、支出済額が１，４３６万４，０００円となってお

ります。

１７５ページを御覧ください。第１０款予備費では、支出済額はあ

りませんでした。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明申し上げます。恐れ入りますが、１６５

ページにお戻り願います。第１款国民健康保険税では、調定額５億３，

２５９万２，８１２円に対し収入済額は３億８，８７７万７，８７５

円、不納欠損額は１，９０９万６４０円、収入未済額は１億２，４７

２万４，２９７円、収納率は前年度比１．１５％増の７３％となりま

した。

１６６ページを御覧ください。第２款使用料及び手数料では、調定

額、収入済額が同額の２５万８，６００円となっております。

第３款国庫支出金では、収入済額はありませんでした。
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第４款県支出金では、調定額、収入済額が同額の１０億４，４１３

万９，２６０円となっております。第１項県補助金では、調定額、収

入済額が同額の１０億４，４１３万９，２６０円となっております。

第２項財政安定化基金交付金では、収入済額はありませんでした。

第５款財産収入では、調定額、収入済額が同額の１，９６４円とな

っております。

第６款繰入金では、調定額、収入済額が同額の１億３，６８１万１，

４９７円となっております。

１６７ページを御覧ください。第７款繰越金では、調定額、収入済

額が同額の１億４，５６６万５，４７４円となっております。

第８款諸収入では、調定額、収入済額が同額の５３０万１９１円と

なっております。第１項延滞金加算金及び過料では、調定額、収入済

額が同額の４９６万４２０円となっております。第２項受託事業収入

では、収入済額はありませんでした。第３項雑入では、調定額、収入

済額が同額の３３万９，７７１円となっております。

以上で事業勘定の歳入歳出決算の説明を終わります。

引き続き、診療施設勘定についてご説明いたします。恐れ入ります

が、１６２ページにお戻り願います。歳入決算額では、調定額、収入

済額が同額の１億３，９９１万１，４８４円、予算現額と収入済額と

の比較はマイナス４７５万７，５１６円となり、前年度決算額と比較

しますとマイナス４０６万４，０９８円、率にして２．８２％の減と

なりました。

１６３ページを御覧願います。歳出決算額では、支出済額が１億３，

９９１万４３７円、不用額及び予算現額と支出済額との比較は同額の

４７５万８，５６３円となり、前年度決算額と比較しますとマイナス

４０６万４，１８６円、率にして２．８２％の減となりました。歳入

歳出差引残額は１，０４７円となり、その全額を令和２年度に繰り越

すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

り歳出からご説明いたします。

１８３ページを御覧ください。第１款総務費では、支出済額が９，

６５４万６，１４３円で、不用額が１７４万８５７円となっておりま

す。第１項医療施設管理費は、支出済額が７，３０６万６５１円とな
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っております。１８５ページを御覧ください。第２項歯科施設管理費

では、支出済額が２，３４８万５，４９２円となっております。

１８６ページを御覧ください。第２款医業費では、支出済額が２，

１００万８，１８７円で、不用額が２２８万１，８１３円となってお

ります。第１項医科用医業費では、支出済額が１，３４３万９，０５

３円となっております。第２項歯科用医業費では、支出済額が７５６

万９，１３４円となっております。

第３款公債費では、支出済額が２，２３５万６，１０７円で、不用

額が３万５，８９３円となっております。

１８７ページを御覧ください。第５款予備費では、支出済額があり

ませんでした。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、１８０ペ

ージにお戻り願います。第１款診療収入では、調定額、収入済額が同

額の７，２２９万４，０９５円となっております。第１項医科外来収

入では、調定額、収入済額が同額の５，５２３万８，７３７円となっ

ております。第２項歯科外来収入では、調定額、収入済額が同額の１，

５４３万１，１９１円となっております。第３項その他診療収入では、

調定額、収入済額が同額の１６２万４，１６７円となっております。

１８１ページを御覧ください。第２款使用料及び手数料では、調定

額、収入済額が同額の１１万３，０５８円となっております。第１項

手数料では、調定額、収入済額が同額の７万８，９００円となってお

ります。第２項使用料は、調定額、収入済額が同額の３万４，１５８

円となっております。

第３款繰入金では、調定額、収入済額が同額の５，３８９万３，０

００円となっております。

第４款諸収入では、調定額、収入済額が同額の１，００１万３７２

円となっております。第１項雑入では、調定額、収入済額が同額の８

７７万８１４円、第２項受託事業収入では、調定額、収入済額が同額

の１２３万９，５５８円となっております。

１８２ページを御覧ください。第５款繰越金では、調定額、収入済

額が同額の９５９円となっております。

第６款町債では、調定額、収入済額が同額の３６０万円となってお



- 11 -

ります。

以上で議案第４２号 令和元年度中泊町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定についての説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。

〇沖崎委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、これをもちまして議案第４２号 令和

元年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についての質

疑を終わります。

◎議案第４３号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 日程第８、議案第４３号 令和元年度中泊町介護保険事業特別

会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

木元福祉課長。

〇福祉課長（木元 剛君） おはようございます。議案第４３号 令和元年度

中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明申し

上げます。

歳入歳出決算書の１９９ページを御覧ください。歳入決算額では、

調定額１７億６，２０３万４，５８５円、収入済額１７億５，７２４

万８，１７８円、不納欠損額１５７万２，８５６円、収入未済額３２

１万３，５５１円、予算現額と収入済額との比較はマイナス２５７万

６，８２２円となりました。

２０１ページを御覧ください。歳出決算額では、支出済額１７億４，

１３８万５，１２４円、不用額及び予算現額と支出済額との比較は同

額の１，８４３万９，８７６円となりました。歳入歳出差引残額は１，

５８６万３，０５４円となり、その全額を令和２年度へ繰り越すもの

でございます。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

りご説明申し上げます。最初に、歳出からご説明申し上げます。

２０７ページを御覧ください。第１款総務費では、支出済額が５，

３２８万６，６１１円となっております。第１項総務管理費では、支
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出済額が４，２３８万２，１１５円となっております。２０８ページ

を御覧ください。第２項徴収費では、支出済額が５８万６，９８０円

となっております。第３項介護認定審査会費では、支出済額が１，０

３１万７，５１６円となっております。

第２款保険給付費では、支出済額が１５億８，０７８万６，０７１

円となっております。第１項介護サービス等諸費では、支出済額が１

４億１，６００万６，５９８円、２０９ページを御覧願います。第２

項介護予防サービス等諸費では、支出済額が２，１７２万２，１９０

円、第３項高額介護サービス等費では支出済額が５，３８８万３，７

２２円、第４項その他諸費では支出済額が１０５万４，２７９円、第

５項特定入所者介護サービス等費では支出済額が８，８１１万９，２

８２円となっております。

第３款地域支援事業費の支出済額は９，０５７万９，５７５円とな

っております。第１項介護予防・生活支援サービス事業費では、支出

済額が５，００９万１，３３６円、２１０ページを御覧ください。第

２項一般介護予防事業費では、支出済額が１１６万４，０６７円、第

３項包括的支援事業・任意事業費では支出済額が３，９０８万７，２

４５円、２１２ページを御覧ください。第４項その他諸費では、支出

済額が２３万６，９２７円となっております。

第４款基金積立金では、支出済額が１，０３８円となっております。

第５款公債費では、支出がありませんでした。

２１３ページを御覧願います。第６款諸支出金では、支出済額が１，

６７３万１，８２９円となっております。

第７款予備費では、支出がありませんでした。

次に、歳入についてご説明申し上げます。２０３ページを御覧くだ

さい。第１款保険料では、調定額２億９，２１３万４１７円に対し収

入済額が２億８，７３４万４，０１０円、不納欠損額が１５７万２，

８５６円、収入未済額は３２１万３，５５１円、収納率は９８．３６

％となっております。

第２款使用料及び手数料では、調定額、収入済額は同額の３万５０

０円となっております。

第３款国庫支出金では、調定額、収入済額は同額の４億７，２１９

万５，１１０円となっております。第１項国庫負担金では、調定額、



- 13 -

収入済額は同額の２億８，１５５万３，０００円、第２項国庫補助金

では調定額、収入済額は同額の１億９，０６４万２，１１０円となっ

ております。

２０４ページを御覧願います。第４款支払基金交付金では、調定額、

収入済額は同額の４億４，４７４万６，５１２円となっております。

第５款県支出金では、調定額、収入済額は同額の２億３，２７０万

８，４０５円となっております。第１項県負担金では、調定額、収入

済額は同額の２億１，８４３万５，９７５円、第２項県補助金では調

定額、収入済額は同額の１，４２７万２，４３０円となっております。

第６款財産収入では、調定額、収入済額は同額の１，０３８円とな

っております。

２０５ページを御覧願います。第７款繰入金では、調定額、収入済

額は同額の２億９，８７５万６，５６２円、第１項一般会計繰入金で

は、調定額、収入済額は同額の２億７，８５４万１，５６２円、第２

項基金繰入金では調定額、収入済額は同額の２，０２１万５，０００

円となっております。

第８款繰越金では、調定額、収入済額は同額の２，０４１万２，７

０８円となっております。

第９款諸収入では、調定額、収入済額は同額の１０５万３，３３３

円、２０６ページを御覧願います。第１項延滞金、加算金及び過料で

は、調定額、収入済額は同額の５万２，１００円、第２項雑入では調

定額、収入済額は同額の１００万１，２３３円となっております。

以上、令和元年度中泊町介護保険事業特別会計の歳入歳出決算の認

定についてご説明申し上げました。何とぞよろしくお願いいたします。

〇沖崎委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、これをもちまして議案第４３号 令和

元年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質

疑を終わります。

◎議案第４４号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 日程第９、議案第４４号 令和元年度中泊町農業集落排水事業
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特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） おはようございます。議案第４４号 令和元

年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてご

説明申し上げます。

歳入歳出決算書の２２２ページを御覧願います。歳入決算額では、

調定額３，９７２万９，４４５円、収入済額３，９６６万３，１９１

円、収入未済額６万６，２５４円、予算現額と収入済額との比較はマ

イナス５万５，８０９円となりました。

次のページ、２２３ページを御覧願います。歳出決算額では、支出

済額３，９１８万７，８１０円、不用額及び予算現額と支出済額との

比較は同額の５３万１，１９０円となりました。歳入歳出差引残額で

は４７万５，３８１円となり、その全額を令和２年度へ繰り越すもの

であります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

りご説明いたしますので、２２６ページを御覧願います。

最初に、歳出からご説明いたします。第１款事業費、支出済額は１，

２２３万５，７６７円となっております。これらの主な支出は、第２

目施設管理費、１１節需用費の電気料２１８万３，２２５円、１２節

役務費の汚泥搬出等の手数料４１６万５，０００円、１３節委託料の

処理施設管理業務委託料３５４万２，４００円などであります。

次のページ、２２７ページを御覧願います。第２款公債費、第１項

公債費、第１目元金で支出済額が２，３２２万７，３３３円、第２目

利子で支出済額が３７２万４，７１０円となっております。

第３款予備費では、支出はありませんでした。

次に、歳入であります。２２５ページにお戻り願います。第１款使

用料及び手数料では、調定額５６３万９，６２１円に対し、収入済額

は５５７万３，３６７円、収入未済額６万６，２５４円となっており、

現年度分の収納率は９８．８１％であります。

第２款繰入金では、調定額、収入済額が同額の３，３３５万９，０

００円となっております。

第３款繰越金では、調定額、収入済額が同額の７３万８２４円とな
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っております。

以上、令和元年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてご説明申し上げました。何とぞよろしくお願いします。

〇沖崎委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、これをもちまして議案第４４号 令和

元年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

の質疑を終わります。

◎議案第４５号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 日程第１０、議案第４５号 令和元年度中泊町漁業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第４５号 令和元年度中泊町漁業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明申し上げます。

歳入歳出決算書の２３６ページを御覧願います。歳入決算額では、

調定額及び収入済額が同額の２，６２１万１，３６５円、予算現額と

収入済額との比較はマイナス２万９，６３５円となりました。

次のページ、２３７ページを御覧願います。歳出決算額では、支出

済額２，５８９万５，２２２円、不用額及び予算現額と支出済額との

比較は同額の３４万５，７７８円となりました。歳入歳出差引残額で

は３１万６，１４３円となり、その全額を令和２年度へ繰り越すもの

であります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

りご説明いたしますので、２４０ページを御覧願います。

最初に、歳出からご説明いたします。第１款事業費、支出済額は８

８２万１，５１５円となっております。これらの主な支出は、第２目

施設管理費、１１節需用費の電気料１９１万４，２６９円、物件等修

繕料１０１万４，６７０円、１３節委託料の処理施設管理業務委託料

２１１万６，８００円、施設機能診断委託料２５３万円などでありま

す。
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第２款公債費、第１項公債費、第１目元金で支出済額が１，５０９

万６，３８４円、次のページ、２４１ページを御覧願います。第２目

利子で、支出済額が１９７万７，３２３円となっております。

第３款予備費では、支出はありませんでした。

次に、歳入であります。２３９ページにお戻り願います。第１款使

用料及び手数料では、調定額及び収入済額は同額の２８０万７，３８

２円となっており、収納率は１００％であります。

第２款国庫支出金では、調定額、収入済額が同額の１３９万１，０

００円。

第３款繰入金では、調定額、収入済額が同額の２，１６７万２，０

００円となっております。

第４款繰越金では、調定額、収入済額が同額の３４万９８３円とな

っております。

以上、令和元年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてご説明申し上げました。何とぞよろしくお願いします。

〇沖崎委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、これをもちまして議案第４５号 令和

元年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

の質疑を終わります。

◎議案第４６号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 続いて、日程第１１、議案第４６号 令和元年度中泊町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） 議案第４６号 令和元年度中泊町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明申し上げます。

２５０ページを御覧ください。歳入決算額では、調定額２億６，８

６５万６，２６６円、収入済額２億６，８１３万１，０６６円、不納

欠損額１５万４，７００円、収入未済額３７万５００円、予算現額と

収入済額との比較は３２１万３，０６６円となり、前年度決算額と比
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較しますと７０３万８，２９０円、率にして２．７０％の増となりま

した。

２５１ページを御覧願います。歳出決算額では、支出済額２億６，

４６１万２，２８５円、不用額及び予算現額と支出済額との比較は同

額の３０万５，７１５円、前年度決算額と比較しますと４４１万１，

７３１円、率にして１．７０％の増となりました。歳入歳出差引残額

は３５１万８，７８１円となり、その全額を令和２年度へ繰り越すも

のであります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

り、歳出からご説明いたします。

２５５ページを御覧願います。第１款総務費では、支出済額が６５

５万９，８２７円、不用額は１３万４，１７３円となっております。

第１項総務管理費では、支出済額が６３５万９，４８７円となってお

ります。第２項徴収費では、支出済額が２０万３４０円となっており

ます。

第２款後期高齢者医療連合納付金では、支出済額が２億５，８０５

万１，８５８円で、不用額が７万１，１４２円となっております。

２５６ページを御覧願います。第３款諸支出金では、支出済額が６

００円で、不用額が１０万４００円となっております。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明申し上げます。恐れ入りますが、２５３

ページにお戻り願います。第１款後期高齢者医療保険料では、調定額

６，６２１万５，７００円に対し収入済額は６，５６９万５００円、

不納欠損額は１５万４，７００円、収入未済額は３７万５００円、収

納率は前年度比０．３８％増の９９．２１％となりました。

第２款使用料及び手数料では、調定額、収入済額が同額の２万５，

８００円となっております。

第３款繰入金では、調定額、収入済額が同額の１億９，７８８万９，

５５８円となっております。

第４款繰越金では、調定額、収入済額が同額の７０万７，８６６円

となっております。

第５款諸収入では、調定額、収入済額が同額の３８１万７，３４２

円となっております。第１項延滞金加算金及び過料では、調定額、収
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入済額が同額の１万１，０００円となっております。２５４ページを

御覧ください。第２項雑入では、調定額、収入済額が同額の３８０万

６，３４２円となっております。

以上で議案第４６号 令和元年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定についての説明を終わります。よろしくお願いいた

します。

〇沖崎委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第４６号 令

和元年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

の質疑を終わります。

◎議案第４７号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 日程第１２、議案第４７号 令和元年度中泊町水道事業特別会

計利益の処分及び決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第４７号 令和元年度中泊町水道事業特

別会計利益の処分及び決算の認定についてご説明申し上げます。

損益計算書をもって決算報告いたしますので、恐れ入りますが、中

泊町水道事業特別会計決算書の８ページを御覧願います。１、営業収

益では、（１）、水道事業給水収益として２億７，０５４万４，９５６

円、前年度比で２９６万９，９８０円、率にして１．１％の減となっ

ております。そして、（２）、受託工事収益及び（３）、その他の営業

収益を合わせれば２億７，２７２万９，９５６円となりました。

２、営業費用では、（１）の水道事業原水及び浄水費から（７）、水

道事業その他営業費用までを合わせた額は２億５，６７７万４，８８

１円、前年度比６９４万７，３１６円、率にして２．７％の増となり

ました。営業収益から営業費用を差し引いた営業利益は１，５９５万

５，０７５円、前年度比７８７万９，２９６円、率にして３３．１％

の減となりました。

３、営業外収益では、（１）、受取利息から（４）、雑収益までを合
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わせた額は６，６７９万５，４２５円、前年度比４３５万３，５６５

円、率にして６．１％の減となりました。

４、営業外費用では、（１）の支払利息が２，９９２万９，７１８

円、前年度比３０９万３，２９８円、率にして９．４％の減となり、

営業外収益から営業外費用を差し引きますと、営業外利益が３，６８

６万５，７０７円となりました。よって、経常利益は営業利益の１，

５９５万５，０７５円と営業外利益の３，６８６万５，７０７円を加

算した５，２８２万７８２円、前年度比９１３万９，５６３円、率に

して１４．８％の減となりました。

また、次のページの６、特別損失が２１５万１，４３９円あったこ

とから、当年度純利益が５，０６６万９，３４３円となり、前年度繰

越利益剰余金１億９，００５万２，０１０円を加算すると２億４，０

７２万１，３５３円の利益剰余金になりました。

恐れ入りますが、１８ページを御覧願います。昨年度から利益剰余

金が計上されてはいますが、ここの事業報告、１、概況、（１）、総括

事項にも述べておりますが、全国的に社会問題となっている少子高齢

化、そして若年層の町外への流出等で給水収益の減収が大きな課題と

なっており、今後も今まで以上に不要不急等の経費を抑制し、健全経

営に努めながら、安心、安定した水道水の供給を図ってまいりたいと

思っております。

なお、収入、支出の詳細につきましては２４ページからの費用明細

書に記載しておりますので、後ほど御覧願います。

以上、令和元年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認

定についてご説明申し上げました。何とぞよろしくお願いします。

〇沖崎委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。

６番、荒関委員。

〇荒関委員 本案とは、直接関係ないのですけれども、中里で唯一水道事業に

携わっている業者が店閉めたという関係があって、これから冬期間に

入った場合、今まではそういう業者さんがいろんなことで、町民の苦

情等に対応してきたとは思うのですが、今後そういうのが全部今度は

上下水道課に行ってしまうような感じを受けますので、その辺りの対

応とか、また管工の工事事業者に何かしら、そういう場合にはこうい
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うところ行ってくださいとか、今町指定の小さい仕事やる業者さん、

なくなってしまったので、そこら辺どういうふうに上下水道課のほう

で考えているのか……

〇沖崎委員長 荒関委員、決算ですので、関連はしますけれども、１８の日に

総括でできればお願いします。

そのほか質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、これをもちまして議案第４７号 令和

元年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定についての

質疑を終わります。

◎散会の宣告

〇沖崎委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１１時０１分
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令和２年中泊町議会決算特別委員会

令和 ２年 ９月１７日（木曜日）

〇議事日程 第２号

１ 議案第４１号 令和元年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて

〇出席委員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 川 山 光 則 君

９番 青 山 雅 晴 君 １０番 沖 崎 勲 君

１１番 野 上 憲 幸 君 １２番 野 上 祐 一 君

１３番 長 利 司 君

〇欠席委員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 米 塚 鈴 子 君

代 表 監 査 委 員 葛 西 昭 文 君

総 務 課 長 葛 西 成 芳 君

財 政 課 長 毛 内 康 裕 君

総 合 戦 略 課 長 三 上 晃 瑠 君

税 務 課 長 太 田 光 平 君

町 民 課 長 山 中 哲 哉 君

福 祉 課 長 木 元 剛 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君
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水 産 商 工 観 光
越 野 進 一 君課 長

小 泊 支 所 長 加 藤 孝 典 君

教 育 次 長 成 田 勝 輝 君

総 務 学 務 課 長 藤 田 康 久 君

社 会 教 育 課 長 柏 崎 裕 司 君

会 計 課 長 下 山 貴 子 君

上 下 水 道 課 長 阿 部 明 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 宮 越 裕 子 君

総 務 課 木 村 将 師 君
行 政 情 報 係

総 務 課 佐々木 一 哉 君
行 政 情 報 係
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇沖崎委員長 ただいまの出席委員数は１３人です。定足数に達していますの

で、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は、決算特別委

員会に付託されました令和元年度中泊町一般会計歳入歳出決算の審査

を行います。

◎議案第４１号の上程、説明、質疑

〇沖崎委員長 日程第１、議案第４１号 令和元年度中泊町一般会計歳入歳出

決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

下山会計課長。

〇会計課長（下山貴子君） 議案第４１号 令和元年度中泊町一般会計歳入歳

出決算の認定についてご説明申し上げます。

恐れ入りますが、１０ページを御覧願います。まず、歳入決算額で

は予算現額７５億１，６５３万１，０００円、歳入調定額７６億２，

０６０万７，３７５円、収入済額７５億１，８９９万９，６５１円、

不納欠損額６９８万２，３５１円、収入未済額９，４６２万５，３７

３円、予算現額と収入済額との比較では２４６万８，６５１円となり

ました。

１３ページを御覧願います。歳出決算額では、予算現額７５億１，

６５３万１，０００円、支出済額７３億４，１１４万４，７６１円、

翌年度繰越額１，６０５万４，０００円、不用額１億５，９０３万２，

２３９円、予算現額と支出済額との比較では１億７，５０８万６，２

３９円となりました。

この結果、歳入歳出差引残額は１億７，７５５万４，８９０円とな

り、翌年度繰越明許費繰越額７５万１，０００円を差し引いた実質収

支額は１億７，６８０万３，８９０円となりました。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より、款項を追って歳出からご説明申し上げますが、説明は支出済額

とさせていただきます。
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３４ページを御覧願います。第１款議会費は、支出済額８，１５０

万７４４円となっております。

３５ページを御覧願います。第２款総務費では、支出済額１０億１，

６５７万３，０８３円となっております。第１項総務管理費、支出済

額８億５，５２０万９，６０８円でございます。４９ページを御覧願

います。第２項徴税費、支出済額８，５８４万８，１０５円でござい

ます。５１ページを御覧願います。第３項戸籍住民基本台帳費、支出

済額４，８３４万６，７０６円でございます。５２ページを御覧願い

ます。第４項選挙費、支出済額２，３２６万８，６３１円でございま

す。５６ページを御覧願います。第５項統計調査費、支出済額３４１

万１６０円でございます。５９ページを御覧願います。第６項監査委

員費、支出済額４８万９，８７３円でございます。

第３款民生費、支出済額１３億５，４６５万８，４２７円となって

おります。第１項社会福祉費、支出済額８億２，９７７万４５４円で

ございます。６４ページを御覧願います。第２項児童福祉費、支出済

額５億２，４８８万７，９７３円でございます。

６７ページを御覧願います。第４款衛生費、支出済額１０億４，１

１９万７，６８６円となっております。第１項保健衛生費、支出済額

５億４，２５２万９，８２３円でございます。７４ページを御覧願い

ます。第２項清掃費、支出済額２億８，１００万７，００５円でござ

います。７５ページを御覧願います。第３項母子保健費、支出済額７

３９万６，１２８円でございます。７６ページを御覧願います。第４

項病院費、支出済額１億７，８１３万７，２６０円でございます。第

５項上水道整備費、支出済額３，２１２万７，４７０円でございます。

第５款労働費、支出済額１５万６，１２０円となっております。

７７ページを御覧願います。第６款農林水産業費、支出済額７億７，

７１２万６，０２４円となっております。第１項農業委員会費、支出

済額３，１２９万９，８３６円でございます。７９ページを御覧願い

ます。第２項農業費、支出済額１億５，７９７万８，４４５円でござ

います。８３ページを御覧願います。第３項畜産業費、支出済額５８

４万２，３５３円でございます。８４ページを御覧願います。第４項

農地費、支出済額４億６，５３３万７，９０３円でございます。８６

ページを御覧願います。第５項林業費、支出済額１，９６２万２，０
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０６円でございます。８８ページを御覧願います。第６項水産業費、

支出済額９，７０４万５，４８１円でございます。

９１ページを御覧願います。第７款商工費、支出済額８，５７７万

８０１円となっております。

９６ページを御覧願います。第８款土木費、支出済額６億４，９３

９万８，５２９円となっております。第１項土木管理費、支出済額４，

２８０万３，１０１円でございます。９８ページを御覧願います。第

２項道路橋梁費、支出済額２億４，２２６万２，３８９円でございま

す。１００ページを御覧願います。第３項河川費、支出済額１，８８

０万７，８４１円でございます。１０１ページを御覧願います。第４

項都市計画費、支出済額１，３６６万３，１６１円でございます。１

０２ページを御覧願います。第５項住宅費、支出済額３億３，１８６

万１，９３９円でございます。１０３ページを御覧願います。第６項

土地開発基金費、支出済額９８円でございます。

１０４ページを御覧願います。第９款消防費、支出済額４億９，２

０６万４，２７３円となっております。

１０８ページを御覧願います。第１０款教育費、支出済額６億４，

２１８万７９円となっております。第１項教育総務費、支出済額１億

７，０２２万８，８４０円でございます。１１１ページを御覧願いま

す。第２項小学校費、支出済額８，８３８万５，０１７円でございま

す。１１５ページを御覧願います。第３項中学校費、支出済額８，１

９１万８，０２０円でございます。１１９ページを御覧願います。第

４項社会教育費、支出済額１億８，１７２万３９８円でございます。

１３１ページを御覧願います。第５項保健体育費、支出済額１億１，

９９２万７，８０４円でございます。

１３７ページを御覧願います。第１１款災害復旧費でございますが、

第１項農林水産業施設災害復旧費並びに第２項公共土木施設災害復旧

費において支出はありませんでした。

第１２款公債費、支出済額１２億８１万８，９９５円となっており

ます。

以上が歳出決算の概要であります。

次に、歳入決算について款項を追ってご説明申し上げます。お戻り

いただいて、１５ページを御覧願います。第１款町税では、調定額８
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億９，７８４万８，２１５円に対し収入済額は８億１，２４６万６，

６４３円、不納欠損額は６９８万２，３５１円、収入未済額は７，８

３９万９，２２１円、収納率は９０．４９％となりました。収入済額

の歳入総額に占める割合は１０．８１％となっております。

項別では、第１項町民税で調定額３億５，１１７万９，９９６円に

対し収入済額３億３，３８９万４，０９２円、不納欠損額１８７万１，

４４３円、収入未済額１，５４１万４，４６１円、収納率９５．０８

％となっております。

第２項固定資産税では、調定額４億１，３４２万８，９８４円に対

し収入済額３億４，８１３万７，８１６円、不納欠損額４８６万６０

８円、収入未済額６，０４３万５６０円、収納率は８４．２１％とな

っております。

第３項軽自動車税では、調定額４，３２６万５，４００円に対し収

入済額４，０４６万９００円、不納欠損額２５万３００円、収入未済

額２５５万４，２００円、収納率９３．５２％となっております。

１６ページを御覧願います。第４項たばこ税では、調定額、収入済

額は同額の８，９９２万５，０８５円となっております。

第５項入湯税では、調定額、収入済額は同額の４万８，７５０円と

なっております。

第２款地方譲与税では、調定額、収入済額は同額の６，７０１万７，

００６円となっております。第１項地方揮発油譲与税では、調定額、

収入済額は同額の１，６３７万６，００６円となっております。第２

項自動車重量譲与税では、調定額、収入済額は同額の４，７１６万１，

０００円となっております。１７ページを御覧願います。今年度新た

に第３項森林環境譲与税として、調定額、収入済額は同額の３４８万

円となっております。

第３款利子割交付金では、調定額、収入済額は同額の６２万５，０

００円となっております。

第４款配当割交付金では、調定額、収入済額は同額の１４８万６，

０００円となっております。

第５款株式等譲渡所得割交付金では、調定額、収入済額は同額の８

２万７，０００円となっております。

第６款地方消費税交付金では、調定額、収入済額は同額の１億７，
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９６６万９，０００円となっており、歳入総額に占める割合は２．３

９％となっております。

第７款自動車取得税交付金では、調定額、収入済額は同額の９７３

万４，１１５円となっております。

第８款地方特例交付金では、調定額、収入済額は同額の７６１万８，

０００円となっております。第１項地方特例交付金では、調定額、収

入済額は同額の２５１万５，０００円となっております。１８ページ

を御覧願います。今年度新たに第２項子ども・子育て支援臨時交付金

として、調定額、収入済額は同額の５１０万３，０００円となってお

ります。

第９款地方交付税では、調定額、収入済額は同額の３６億７，１０

８万円となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は４８．８２

％となっております。

第１０款交通安全対策特別交付金では、調定額、収入済額は同額の

５３万３，０００円となっております。

第１１款分担金及び負担金では、調定額、収入済額は同額の１５０

万３，１００円となっております。

第１２款使用料及び手数料では、調定額１億８０３万６，３９８円

に対し収入済額９，７４４万９，７９８円、収入未済額１，０５８万

６，６００円となっております。第１項使用料では、調定額１億１３

５万３，３１８円、収入済額９，０７６万６，７１８円、収入未済額

１，０５８万６，６００円となっております。２０ページを御覧願い

ます。第２項手数料では、調定額、収入済額は同額の６６８万３，０

８０円となっております。

２１ページを御覧願います。第１３款国庫支出金では、調定額、収

入済額は同額の６億９，２４９万３７６円となっており、収入済額の

歳入総額に占める割合は９．２１％となっております。第１項国庫負

担金では、調定額、収入済額は同額の４億４，８９６万１，８０８円

となっております。２２ページを御覧願います。第２項国庫補助金で

は、調定額、収入済額は同額の２億２，４６０万４６円となっており

ます。２３ページを御覧願います。第３項国庫委託金では、調定額、

収入済額は同額の１，８９２万８，５２２円となっております。

第１４款県支出金では、調定額、収入済額は同額の５億９，５０８
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万４，７８６円となっております。第１項県負担金では、調定額、収

入済額は同額の２億８，３９８万４，７９３円となっております。２

４ページを御覧願います。第２項県補助金では、調定額、収入済額は

同額の２億５，６７１万１，５５９円となっております。２６ページ

を御覧願います。第３項県委託金では、調定額、収入済額は同額の５，

４３８万８，４３４円となっております。

２７ページを御覧願います。第１５款財産収入では、調定額２，７

２７万６，１５６円、収入済額２，７０３万６，６０４円、収入未済

額は２３万９，５５２円となっております。第１項財産運用収入では、

調定額１，５４０万３７６円、収入済額は１，５１６万８２４円、収

入未済額は２３万９，５５２円となっております。２８ページを御覧

願います。第２項財産売払収入では、調定額、収入済額は同額の１，

１８７万５，７８０円となっております。

第１６款寄附金では、調定額、収入済額は同額の５，８４６万６，

８００円となっております。

第１７款繰入金では、調定額、収入済額は同額の１億８，６５６万

３，０００円となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は２．

４８％となっております。

第１８款繰越金では、調定額、収入済額は同額の１億５，７４２万

１９１円となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は２．０９

％となっております。

第１９款諸収入では、調定額、収入済額は同額の１億８２７万７，

２３２円となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は１．４４

％となっております。第１項延滞金加算金及び過料では、調定額、収

入済額は同額の２０４万５，０１３円となっております。第２項町預

金利子では、調定額、収入済額は同額の２万２，３７５円となってお

ります。２９ページを御覧願います。第３項貸付金元利収入では、調

定額、収入済額は同額の１９２万９，０００円となっております。第

４項受託事業収入では、調定額、収入済額は同額の１３６万５，５０

０円となっております。第５項雑入では、調定額、収入済額は同額の

１億２９１万５，３４４円となっております。

３２ページを御覧願います。第２０款町債では、調定額は８億４，

７００万円、収入済額は８億４，１６０万円、収入未済額５４０万円
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となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は１１．１９％とな

っております。なお、収入未済額については、薄市橋補修工事の繰越

分の町債でございます。

最後になりますが、３３ページを御覧願います。今年度新たに第２

１款環境性能割交付金として、調定額、収入済額は同額の２０５万２，

０００円となっております。

以上で令和元年度中泊町一般会計歳入歳出決算の概要についてご説

明申し上げました。よろしくお願いいたします。

〇沖崎委員長 毛内財政課長。

〇財政課長（毛内康裕君） おはようございます。私からは、決算書別添資料

の令和２年度以降起債区分別公債費一覧及び令和元年度地方消費税交

付金が充てられる社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費

並びに令和元年度各特別会計への繰出金及び補助金の状況についてご

説明いたします。

最初に、令和２年度以降起債区分別公債費一覧について簡単にご説

明申し上げます。資料の１ページから２ページでございます。令和元

年度まで借入れした町債について、その償還額を令和２年度から令和

１１年度までの１０年間で、起債区分は国へ提出した地方財政状況調

査の区分を基に作成しております。参考までに、令和２年度は償還合

計額が１２億１，５２９万７，０００円、令和３年度は１２億１，７

７９万４，０００円とピークを迎え、以降減少傾向となる見込みであ

ります。また、各年度ごとに普通交付税算入見込額、公債費合計額か

ら交付税算入見込額を差し引いた公債費に要する一般財源を掲載して

おりますので、参考にしていただければと思います。

次に、３ページの地方消費税交付金が充てられる社会保障４経費そ

の他社会保障施策に要する経費の表を御覧願います。平成２６年度か

ら消費税が３％、令和元年度にはさらに２％引き上げられましたが、

引上げ分は社会保障経費に充てることとなっております。令和元年度

の社会保障分の地方消費税は８，１９０万８，０００円の決算となっ

ており、資料はその使途を表にまとめたものでございます。

４ページを御覧願います。令和元年度で各特別会計への繰出金と補

助金の状況でございます。うち法定外繰出金は、国民健康保険（診療

施設勘定）繰出金、農業集落排水事業繰出金及び漁業集落排水事業繰
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出金に含まれる元利償還金以外のものであり、その他の各特別会計繰

出金については、全て法定内繰出金及び補助金となっております。

以上、別添資料についてご説明申し上げました。よろしくお願いい

たします。

〇沖崎委員長 お諮りします。

本案に対する質疑は歳入と歳出を分けて行いたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、質疑は歳入と歳出を分けて行うことに決定しました。

なお、ご質問の際は決算書のページを示してお願いします。

それでは、議案第４１号の歳入に対する質疑を行います。質疑あり

ませんか。

６番委員。

〇６番（荒関富雄君） ３３ページ、この新しい環境性能割交付金、この性質

を教えていただけないでしょうか。どういう内容の交付金なのか。

〇沖崎委員長 財政課長。

〇財政課長（毛内康裕君） 荒関委員のご質問にお答えいたします。

この環境性能割交付金については、令和元年１０月１日から自動車

取得税が廃止され、自動車税環境性能割が導入されました。それによ

って、自動車の取得に対して課税されるものでありますけれども、自

動車の環境性能に応じた税率で県が徴収したものを町に交付している

ということでございます。

〇沖崎委員長 そのほか質疑ありませんか。

荒関委員。

〇６番（荒関富雄君） ２９ページをお願いします。ここに、雑入で学校の給

食収入入っているのですけれども、この給食収入そのものは教職員の

負担も入ってこれだけなのですけれども、子育て支援の関係で、今年

度は３月まで給食費は無料化なのですけれども、今後子供たちの給食

費の無料化等を考えに入れてもらえないものかと、生徒の負担分でい

くと２，１００万円ぐらいですので、何とかならないものでしょうか

と、町長にお伺いいたします。

〇沖崎委員長 濱舘町長。
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〇町長（濱舘豊光君） 学校給食費の関係については、以前からも何度か議会

のほうでもご議論いただいている部分だと思うのですが、今回はコロ

ナウイルス感染症の関係で、様々各家計への負担というものが大きく

なってきているだろうということで、経費的にも財源として地方創生

臨時交付金を充てることが認められていたために、３月まで給食費の

ほうを町としても支援をさせていただくと。コロナ対策の一環として

やらせていただいているわけでありますが、平常時というか、通常時

の給食費の在り方については、今後議員各位ともご議論を重ねながら、

どうあるべきなのか、ここは賛否両論あろうかと思いますので、ご議

論をいただきながら町として考えていきたいなというふうに考えてご

ざいます。

以上でございます。

〇沖崎委員長 そのほか質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、これをもちまして歳入に対する質疑

を終わります。

続いて、議案第４１号の歳出に対する質疑を行います。

お諮りします。歳出に対する質疑は各款ごとに行いたいと思います

が、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、歳出に対する質疑は各款ごとに行うことに決定しまし

た。

それでは、第１款議会費に対する質疑を行います。質疑ありません

か。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、第１款議会費に対する質疑を終わりま

す。

続いて、第２款総務費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、第２款総務費に対する質疑を終わりま

す。

続いて、第３款民生費に対する質疑を行います。質疑はありません
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か。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑ないようですので、第３款民生費に対する質疑を終わりま

す。

続いて、第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第４款衛生費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第５款労働費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第５款労働費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第６款農林水産業費に対する質疑を行います。質疑ありま

せんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第６款農林水産業費に対する質疑を

終わります。

続いて、第７款商工費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第７款商工費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第８款土木費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第８款土木費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第９款消防費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第９款消防費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第１０款教育費に対する質疑を行います。質疑ありません

か。
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（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第１０款教育費に対する質疑を終わ

ります。

続いて、第１１款災害復旧費に対する質疑を行います。質疑はあり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第１１款災害復旧費に対する質疑を

終わります。

続いて、第１２款公債費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第１２款公債費に対する質疑を終わ

ります。

続いて、第１３款予備費に対する質疑を行います。質疑ありません

か。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 質疑がないようですので、第１３款予備費に対する質疑を終わ

ります。

これで議案第４１号 令和元年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認

定についての質疑を終わります。

以上で決算特別委員会に付託されました議案第４１号から議案第４

７号までの令和元年度中泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入

歳出決算及び利益の処分及び決算に対する質疑は全て終了しました。

◎議案第４１号～議案第４７号の討論

〇沖崎委員長 これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇沖崎委員長 討論がないようですので、これで討論を終わります。

◎議案第４１号～議案第４７号までの採決

〇沖崎委員長 これから採決を行います。

お諮りします。議案第４１号から議案第４７号までの令和元年度中

泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分
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及び決算は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇沖崎委員長 異議なしと認めます。

したがって、議案第４１号から議案第４７号までの令和元年度中泊

町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分及

び決算は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

去る９月１１日、決算特別委員会に付託されました議案を２日間に

わたり慎重に審査していただきまして、誠にありがとうございました。

◎閉会の宣告

〇沖崎委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日の会議を閉じます。

これをもちまして決算特別委員会を閉会します。

閉会 午前１０時３９分




